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9月12日は宇宙の日です。この日を含む約１ヶ月間を「『宇宙の日』ふれあい月間」とし、全国で子どもからおとなまで宇宙に

親しむ事業が行われます。博物館では、相模原にあるＪＡＸＡ宇宙科学研究本部対外協力室の阪本さんにお越しいただき、

世界にほこる日本の宇宙科学最前線のお話をうかがいます。

講師：宇宙航空研究開発機構、宇宙科学研究本部対外協力室教授　阪本成一氏

日時：9月2日（日）　16時～18時　（講師の都合により変更になる場合があります）

場所：プラネタリウム　　　対象：中学生・高校生～一般　　参加：自由

共催：JAXA（宇宙航空研究開発機構）　

　　　　　　　プラネタリウム夏休み番組　「月夜のお話」

　現在投影中のプラネタリウム夏休み番組「月

夜のお話」は、子供向け展示解説書のキャラクタ

ーのカエルやあやしげな学芸員が活躍するお話

です。が、マニアックな見どころをひとつご紹介し

ておきましょう。

　番組後半のクライマックス、皆既月食のシーン

です。このシーンの映像は、昨年導入した映像

機器のシミュレーション機能を駆使し、宇宙空間

で眺める今年8月28日の月食を再現しています。

月と地球の間で眺める私たちの左右を、それぞ

れが秒速約30kmの高速で通過して行きます。

　地球の彼方には太陽が輝き、地球が投ずる影

もほぼ同じ速度で走りますが、月はその影を追

い抜いて行きます。地上から眺めるゆっくりした

月食とは一味異なる、ダイナミックな現象をお楽

しみ下さい。

*8月4日（土）、9月1日（土）14時の回の内容は

こ
ちらも注目！

期間：9月9日（日）まで

時間：水木（8月29日まで）土日曜日11時、14時*　

　

寄贈品コーナー「万田貝塚展」
 2007年 8月2日（木）～9月8日（土）

☆

　このたび、市内万田にある万田貝殻坂貝塚の発掘調査（担当：玉川文

化財研究所）が終わり、出土資料が平塚市教育委員会に戻されました。

その出土資料の一部を博物館の寄贈品コーナーで展示し、万田貝殻坂貝

塚の概要をお知らせします。

　万田貝殻坂貝塚は縄文時代前期の貝塚で、大磯丘陵東端の北斜面（標

高約16ｍ）に位置しています。大正14年の東京大学による調査で、砂礫

層上位の土器群と、下位で発見された貝塚土器群の形態的差異があるこ

とを指摘されました。

　今回の調査では、指摘されたように、６か所の貝層と前期遺物包含層、

中期～後期を主体とする遺物包含層が検出されるという、大きな成果が

あがりました。貝層サンプルは土嚢袋で約550袋にも及びます。

　資料は、土器・石器・骨角器・貝・魚骨・獣骨などを中心に展示します。ボラやカツオを釣り上げたと思われる

釣り針、沿岸の砂底に生息するダンベイキサゴやチョウセンハマグリ、クジラ・イルカ・イノシシ・シカの骨など、

多様な出土遺物を通して、縄文海進最盛期に生きた人々の日々の暮らしが身近に迫ってきます。この機会に、じっ

くりご覧ください。




